

１　学年・単元名　　第２学年　登場人物の立場を理解し、心情を話し合おう

『平家物語』（話すこと・聞くこと）

２　単元目標　　　
　　・「平家物語」についての感想や、登場人物の心情についての考えを進んで話し合わせる。【関心・意欲・態度】

　　・自分の意見を持ったうえで話し、相手の意見を聞く中で自分の考えをまとめる。
【話す・聞くイ・オ】

　　・話し手の言葉の使い方や効果に気付かせ、自分の表現に生かすようにさせる。
【伝国イ（ウ）】

３　指導計画（全４時間）

　　第一次　「扇の的」の現代文から流れをまとめる。

原文の範読を聞く。

全体のあらすじをとらえる。　　　　　　　　　　　　　　（１時間）

第2次 「扇の的」原文を朗読する。

登場人物の心情をとらえる。　　　　　　　　　　　　　　（２時間）

第三次　的を射た場面を読み、場面の状況や登場人物の心情を捉える。

（本時　１時間）

４　本時の目標

・相手の立場や考えを理解し、互いの発言を検討して自分の考えを広げること。
５　本時の展開　太字はつまずきに対する手立て
	
	生徒の学習活動
	指導上の留意点

	導入　
	
１．学習内容を確認する。


	

	展 開

       
	２．的を射た場面を読み、場面の状況や登場人物の心情を捉える。

３．ワークシートを用いて発表する原稿を話し言葉でまとめる。
４．ワークシートを用いて互いに発表しあい、それをまとめる。
	・「五十ばかりなる男」が舞った理由、男を射倒した与一の心情、「あ、射たり」と「情けなし」という正反対の声が上がった理由などについて、文章をもとに考えさせる。

・話し言葉でまとめさせ、そのまま発表させる。

・あらかじめ話す内容を整理し、考えたことと話す内容に一貫性をもたせる
・原稿をスクリーンに投影する。聞く体制をつくる。メモを取る用意をさせる

・「誰が」「どの立場で」「どのような意見を言っているのか」を整理してメモするように支持する

	まとめ
	５．本日の学習を振り返る。


	・他の意見から考えを深められたかどうかを確認させる。


指導事例集ｐ．１７





生徒に見られるつまずき


　相手の立場や考えを理解し、互いの発言を検討して自分の考えを広げることができない


つまずき解消に向けた指導のポイント


　項目を示したワークシートに発表する内容をまとめ、自分の意見を考え、お互いに交流することで、自分の考えを広げられるようにする





本時のねらい：①相手の立場や考えを理解し、互いの発言を検討して自分の考えを広げる。





振り返り：異なる意見を聞くことで、自分の考えを深められたかどうか。








